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グループ全体の受注高は前年同期比１％増の６４２億円、売上高は前年同期
並みの６２３億円となりました。営業利益は前年同期比６０％増の２７億円とな
りました。

当期利益は１５億円、当期包括利益は３０億円となりました。
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T&M事業は減収も、営業利益は前年並みを確保し、７億円（営業利益率：１．７％）とな
りました。

PQA事業は増収増益となり、営業利益は１３億円（営業利益率：８．３％）となりました。

*調整後営業利益：営業利益から一過性の性格を持つ損益項目を排除した恒常的な
事業の業績を測る当社独自の利益指標。PQA, その他は調整項目なし。



第３四半期の連結及び各事業セグメントの営業利益、営業利益率は下記のと
おりです。

連結 ２１億円（営業利益率：９．７％）

T&M １２億円（営業利益率：９．０％）

PQA ４億円（営業利益率：７．９％）

7



8

T&M事業は、ワイヤレス計測市場で、顧客の投資姿勢に一段と厳しさがみられ
ます。

LTE関連のR&D市場では、LTE-AdvancedからLTE-Advanced Pro（Gigabit 
LTE）へ投資の軸が移行しつつあり、日本ではCA（Carrier Aggregation）の高度
化、米国ではLAA（Licensed-Assisted Access using LTE）のR&D用測定器の需
要が増加しています。

また、２０１７年１２月に３GPPで５G NSA－NRの標準仕様の初版策定が完了
し、各国通信キャリアの５G商用化の実現に向け、チップセットベンダーの開発
スケジュールが具体化してきました。

データセンター関連の高速化投資は活発化しており、光モジュール開発・製造
用の計測器の需要が堅調に推移しています。

一方で、基地局建設保守市場では、オペレータの設備投資が減少しています。

PQA事業は、国内・海外とも食品メーカーの投資意欲が旺盛で、X線検査機の
需要が、全ての地域で堅調に伸びています。
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営業概況のとおり、T&M事業の事業環境は、スマートフォン関連市場の投資抑制
が、継続しています。

一方で、３GPPの５G標準化前倒しで、各国キャリアの2019年の商用化に向けた

動きが具体化しています。３GPPの５Gの標準化は、NSA-NR用とSA-NR用の２段

階となっており、２つの異なるロードマップによる需要サイクルが予想されます。

また、LTE-Advancedの拡張規格であるLTE-Advanced Proへの投資およびサー
ビスも始まっています。 LTE-Advanced Pro は３GPPの「リリース13」以降で規定さ
れ、 2020年以降も、5Gとの併用が見込まれます。
「Network Reshaping」関連市場は、データセンターの高速化、大容量化実現のた
めの光モジュール評価用ソリューションの需要が堅調です。１００Gbpsの光モ
ジュール製造用測定需要と、さらなる高速化の実現に向けた４００Gbpsの光モ
ジュール開発用測定需要が堅調です。



T&M事業の第３四半期受注高は、上期水準並みの１３４億円でした（前年同期比
１０％減）。

PQA事業の第３四半期受注高は、前年同期比１８％増の５６億円で、継続的に
成長しています。

なお、受注残高はグループ全体で２０５億円（前年同期比８％増）、T&M事業では
１３４億円（同３％増）、PQA事業では５２億円（同３６％増）でした。
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日本市場は前年同期比６％減収、米州市場は1％、EMEA市場は３％、アジア市
場は１２％、それぞれ増収となりました。
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営業キャッシュフローは、４２億円の資金獲得となりました。
投資キャッシュフローは、２２億円の支出でした。

その結果、フリー・キャッシュフローは２０億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフロー 資金支出８１億円の主なものは、普通社債の償還６０億円
と配当金の支払い２１億円（１株配当 ６月：７.５円、１２月：７.５円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より５５億円減少の３４２億円と
なりました。



２０１８年３月期の通期業績の見通しは４月２７日の公表値から変更はありません。
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２０１０年からの８年間の業績推移を振り返ります。
最初の３ヶ年計画ＧＬＰ２０１２は、１年前倒しで達成することができました。その後は、
スマートフォンの生産設備の飽和とコモディティ化そして顧客の合従連衡などによる市
場の縮小を背景とした、下向きの慣性力との闘いでした。しかしながら、この３年間の
経営構造改革「REBORN Anritsu」による、利益体質の改善施策が成果を上げつつあり
ます。また守り一辺倒ではなく、次の成長ドライバーの獲得に向けた投資にも積極的に
取り組んでまいりました。
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２０２０年度を最終年度とする３ヶ年計画ＧＬＰ２０２０の基本方針を紹介します。
（１） 『利益ある持続的成長』路線を徹底する。
（２） ２０２０VISIONの実現に全力で取り組む。

これまでは、スマートフォン・ビジネスのライフサイクルに影響されて不安定な経営状
況が続きました。しかし今後は、スマートフォンのみならず、多様な分野へのモバイ
ルブロードバンド・サービスの拡がりを成長ドライバーとしてまいります。
ＧＬＰ２０２０に取り組む各事業のビジョンは下記のとおりです。
計測 「５Ｇ/ＩoＴ社会を支えるリーディングカンパニーになる」
ＰＱＡ 「ワールドクラスの品質保証ソリューションパートナーの地位を確立する」
これらのビジョン実現に向けて、グローバル競争を勝ち抜き、経営力を強化してまい
ります。
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現在、気候変動や自然資源の保全、格差と貧困の拡大、健康・福祉・教育レベルの向
上など、地球規模で社会的課題が山積しています。これらの社会的課題は持続可能な
開発目標SDGs（Sustainable Development Goals）として、２０１５年に国際連合で「我々
の世界を変革するための２０３０年までのアジェンダ」として全会一致で採択されまし
た。そのアジェンダの解決のためにも、５G、IoT、AI、ロボットなどの最先端技術の進歩
による社会イノベーションはますます不可欠なものとなっています。アンリグループは、
この国際統一目標の実現に貢献するために、その理念と軌を一にする、アンリツグ
ループの経営理念で掲げる「安全・安心で豊かなグローバル社会」の発展に向けて、
自らの本業と強み、アンリツらしさを活かした誠実な企業活動を実践してまいります。
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多様な産業分野を事業機会とする社会イノベーションを、全てのステイクホルダーの皆さま
との「協創」で実現してまいります。
アンリツグループは、このオープンな協創的イノベーションを意味する「衆知経営４．０」に積
極的に取り組み、多くの”envision : ensure” の花を咲かせてまいります。
２０１８年も、アンリツグループの企業活動にご支援のほど、お願い申し上げます。
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５Gの最新動向です。
３ＧＰＰでは、５G NSA-NRの標準化が順調に進められております。
この５G NSA-NRの標準化の完了により、チップセットベンダーや端末ベンダーはチッ
プセットの開発を本格的にスタートします。
アンリツは、チップセット商用化に必要なテストソリューションをタイムリーに提供してい
きます。
引続き、端末の商用化、そして各国キャリアの５G商用化に必要なテストソリューション
もタイムリーに提供していきます。
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